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   Determination of citric acid in prostatic fluid of dog was made under influences of 

various hormones. The results are summerized as follows. 

 1) The contents of citric acid in prostatic fluid of normal dog ranged between 0.875 and 

 1.569  mg/d1 with an average of 1,143  mg/dl. 

 2) An increase was observed during administration of male sexual hormone. 

 3) With administration of female sexual hormone, a rapid decrease was seen on the 

fifth day of treatment, and it was not returned to the pre-treatment level even at 15 days 

after  sensation of administration. 

 4) With administration of gonadotropic hormones, the maximum response in increasing 

citric acid was found on 7 th day of HCG treatment which showed greater effect than that of 

treatment with PMS. 

 5) With administration of prolactin, the highest content of citric acid was demonstrated 

on  10th day of treatment. Although the increase was not prominent, effect of prolaction 

to the prostatic gland was apparently evident. 

 6) A slight increase in citric acid was observed with administration of ACTH, ad-

renocortical hormones and anabolic hormones. 

 7) No change of citric acid content was seen with administration of thyroid powder and 

salivary gland hormones.

1緒 言

Scheele(1784)が レ モ ソ汁 か ら クエ ソ酸 の

結 晶 を単 離 し て後,一 世 紀 以 上 もた つ て,こ の

3カ ル ボ ソ酸 が 動 物 体 内 に も発 見 され,乳 汁,

尿,骨,精 液 の 主 要 な化 学 成 分 で あ る こ とが立

証 され た.精 液 で め 発 見 は ル ン トのThunberg

研 究室 で,Scherst6n・)(1929,1936)に よつ て

な され た.こ の人 はThumbergが キ ウ リの種

子 か ら調 製 した 酵 素(ク エ ソ酸 脱 水 酵 素)を 精 液

に加 え る と,メ チ レン ブル ーが 速 や か に脱 色 さ

れ る こ とを 見 出 した.こ の観 察 は結 晶 クエ ソ酸

の 単離 に よ る化 学 的 固 定 に よつ て裏 づ け られ た

し,又 ペ ソ タ ブ ロム ア セ トン とい つ て,1897年

に や は りス エ ーデ ンの 研 究者Stahreの 記 載 し

た 反 応 に よ り,過 マ ソ ガ ソ酸 カ リウ ム と臭 素 で

クエ ン酸 を 酸 化 して 得 る誘 導 体 が あ るが,こ れ

を 調製 す る こ とに よつ て裏 づ け られ た.Sche-

rst6nは そ の 最 初 の 発 見 を 進 展 させ て,精 液 の

ク エ ソ酸 は 雄 の生 殖 付 属 器 官,即 ち 人 で は 前 立

腺 分 泌 物,ブ タや ウ シ で は貯 精 嚢 分 泌 物 に 由 来

す る事 に注 目 した.Huggins及 びNea12)は 人

の 前 立 腺 分 泌 物 の9試 料 で クエ ン酸 を 測定 して

以 来,精 液 中 の クエ ン酸 に つ い て は諸 家 に よつ

て研 究 され,性 腺 機 能 の 示標 と して そ の 診 断 的
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価値を認めようとする試みがなされているが,

未だ確定的な結論はえられていない.人 精液は

睾丸,睾 上体 よりの精子 と,精 子 のMedium

として精嚢腺分泌液及び前立腺分泌液を含む精

漿とからなり,こ の精漿の中には諸種の酵素を

始め蛋白質,果 糖,燐 脂質などが含 まれ,こ れ

ら諸種の化学的物質はそれぞれ異なつた場所で

極めて合 目的に産生せられている事が漸次明ら

かにされつつある.生 体内体謝のうち比較的早

くから研究されていたのは糖質の代謝であり,

糖質が無酸素条件下に於て,ピ ルビン酸を経て

乳酸を生ずる迄の過程については従来 より知 ら

れていたが,酸 素存在下に於て,炭 酸 ガスと水

に完全に分解する迄の過程については明らかに

されていなかつたが,1937年Krebsが ピルビ

ン酸の酸化過程につき有力な学説を提唱し,其

後多 くの学者により,ピ ルビン酸がオキサロ酢

酸 と縮合 し クエン酸 と なつて,所 謂TCAサ

イクルを経て分解される間の詳細な過程が漸 く

明確されるに到つた.叉 生体内の多 くのホルモ

ンは酸化代謝又はエネルギー代謝を統制 し,調

節 し,代 謝に関係ある酵素にも作用を及ぼして

居 り,各 種ホルモソの関係についての基礎的な

研究は砂からず見受け られるが,男 性性腺,並

びに附属性腺に直接関連のある性ホルモソとの

関係については業績が比較的少な く.又 各著者

により必ずしも意見の一致を見ないものもあ り

確定的な事は余 り多 く知られていない現状にあ

る.Humphrey及 びMann3》4》 は雄の附属器官

に於けるクエン酸の形成と,睾 丸ホルモソの活

動 との間には密接な 関係が あると報告 して い

る.即 ち去勢するとクエン酸は徐々に附属腺の

分泌物か ら消失 し,こ れにテス トステロソを移

植,又 は注 射すると再び現 われると述べ てい

る.前 立腺分泌液に 関してはHuggins5)が 前

立腺の隔離を行つて実験に供して以来,そ の一

派による分泌液の生物学的,化 学的分析にっい

ての報告があり,化 学的組成,生 理的機能が次

第に解明されつつあるが各種ホルモソと前立腺

分泌液中のクエソ酸に関 しては報告が非常に少

ない.従 つて著者は各種ホルモソ影響下に於け

る前立腺 分泌液中 の クエソ酸の 反応 態度 を

Huggins6,が 犬を用いて尿路を変更し経尿道的

にその分泌液を採取 し,実 験に供している方法

によつて追求し検討 したので以下報告する次第

である.

実 験 方 法

1,実 験動物=体 重9～15kgの 雄性成熟犬を使用

した.

2.使 用 ホル モソ剤(以 下 ホと略す)

男性 ホ=Testosteronepropionate

女性 ホ:Estradiolbenzoate

性腺刺激ホ:PMS.,HCG.,Gonasteron(帝 国 臓

器)

下垂体副腎皮 質ホ:ACTH-Z,Hydrocortisoneac_

etate,Prolactin

甲状腺 ホ=甲 状腺 末

蛋 白同化ホ:4-Chlortestosteroneacetate

唾液腺 ホ;Parotin

3.前 立腺痩作製:ラ ポナール麻酔を行い,開 腹後

膀胱を露 出し,膀 胱頸部 で膀胱 と前立腺を切断 し,膀

胱 前壁 に金属 カニューレを固定 し膀胱痩 を作 る.

4.前 立腺分泌液は塩酸 ピロヵル ピソ10mgを 静

脈 注射 し,60分 の分泌液を経 尿道的 に特製容器を用い

て採集 し測定に供 した.

5.ク エン酸測定法=Stahre7)の 推奨す る硫酸酸

性溶液 中で臭素 と過マ ンガン酸 カリウムで酸化 して生

ず るPentabromacetone法 による クエン酸定量法を

蒲生が改 良した方法を用いた.採 取 した前立腺分泌液

を約30分 間放置 し室温で 自然液化さ した後遠心管に移

し,2000r.P.m.に て10分 間遠心 し,上 清 の前立腺分

泌液 を蒸溜水で稀釈す る.こ の際 多量 の気泡が生 じ易

いので注意 して行 う.こ の稀釈液2m1を ガラス製ホ

モジナイザ ーに入れ10%ト リクロール酢酸6m1を 加

えてホモジナ イズし,除 蛋 白を行 い,再 び遠心 して分

離 した上清を正確に6m1採 取 し,3m1の 目盛を刻ん

だ内容20m1の 三角 フラス コ中に入れ,50%H2SO4

1m1を 加 え,ガ ラス製沸騰石を 入れて砂浴上で緩か

に加熱 し約3m1に な るまで濃縮す る.次 に三角 フラ

ス コ内容 を4mlの 目盛 まで蒸溜水を加えて前述 の蒲

生の改良 した微量定量法に従つて クエ ソ酸の定量を行

なつた.な お定量時には各標準 クエ ン酸液を同様 に操

作 して標準曲線を作成 し,定 量の確実性を期 した.比

色はColemanjunior光 電比色計に よつた.

6.ホ ルモ ソ使用量及び投与法

下記 ホは犬背部皮下 に20日 間連続注射を 原則 と し

た.

1)男 性ホ投与群
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Testosteronepropionatesmg,10mg毎 日連 続 投

与

2)女 性 ホ投 与 群

EstradiolbenzoateO.5mg毎 目連 続投 与

3)性 腺 剰 激 ホ投 与 群

PMS,500U,HCG500U3日 間 隔 投 与,Gonas-

teron(血 清性 性 腺 刺 激 ホ100単 位,胎 盤 性 性腺 剰 激

ホ100単 位,Testosterone10mg,Dehydroepiandro-

sterone101ng)3日 間 隔投 与

4)下 垂 体 副 腎皮 質 ホ投 与群

ACTH-Z401U

Hydrocortisoneacetate25mg毎 日連 続 投与

Prolactin50U毎 日連 続 投 与

5)蛋 白 同化 ホ投 与群

4-chlortestosteroneacetate10mg毎 日連 続 投 与

6)甲 状 腺 ホ 投 与 群

甲状 腺 末0.2gm毎 日連 続 投 与

7)唾 液 腺 ホ投 与 群

Parotinlmg毎 日連 続 投 与

実 験 は 前 立 腺 痩造 設 術 施 行 後約10日 で,ピ ロ カル ピ

ソ刺 激 に よ る前 立腺 の クエ ソ酸値 を対 照 とな し,ホ を

投与 しつ つ 一 定 期間 経 過 を 追 つ て クエ ン酸 量 を測 定 し

た.又 ホ投与 中 止後 一 定 期 間 ホ投 与 に よ る影 響 を観 察

す る ため 測 定 した.
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第3表,第1図 に示す如 く,5日 目には急激に下降

し,10日 目にはクエ ソ酸値0と なる犬 も見 られた.投

与中は一般 に抑制 された値を示 し,投 与中止後15日 目

に於て も対照値に復 さなかつ た.

5.HCG投 与群

第4表,第2図 に示す如 く3日 目よ り漸次増加傾向

を認め,7日 目にて最高を示 し,漸 次降下す るも投与

中止後に於て もやや高値に持続 した.

6,PMS投 与群

第5表,第2図 に示す如 く7日 目に最高を示す も対

照値 よ りやや増加を示 した程度で全般的はHCGに 較
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第2表TestosteronepropionatelOmg投 与 群

犬
番
号

1.対 照 犬 に 於 て測 定 した 前 立 腺 分 泌液 の クエ ソ酸

値は 最 高1.569mg/d1,最 低O.875mg/d1,平 均 値

1.143mg/dlで あっ た.

2.Testosteronepropionate5mg投 与 群

第1表,第1図 に示 す如 く5日 目 よ り漸 次増 加 傾 向

を示 し,20日 目3.192mg/d1を 測 定 した犬 もあつ た.

投与 中 止後5日 目に は対 照 値 前 後 に 復 した,

3.Testosteronepropionate10mg投 与 群

第2表,第1図 に示 す 如 く10日 目3.181mg/dlと 最

高値 を 示す もの もあ るが,15日 迄 上 昇 傾 向 を 認 め,中

止後5日 目で は 対 照値 よ りや や 高 め とな つ て い る。

4.Estradiolbenzoate投 与 群

4

5

6

対
照値

1.105

1,236

L136

5

日

1.621

1.205

O.932

10

日

3.181

2.153

2,226

15

日

2.978

2,756

2.632

20

目

2.256

2.450

2.623

中5
止
後 日

1.569

1.231

1.322

中10

止

後 日

1.310

1.053

中15

止

後 日

1.410

1.230

第3表EstradiolbenzoateO.5mg投 与群

犬
番
号

7

8

9

対
照
値

1.116

正,263

0.975

5

日

L.632
0.271

0.080

10

日

0.492

0.102

0.000

15

日

20

日

1
0.1080.185

0.0000.326
1

0.7750,045
1

中5
止
後 日

0.329

0.403

0.176

中10
止
後 日

0.879

O.243

中15
止

後 日

0.126

正.273

第1表Testosteronepropionate5mg投 与 群 第4表HCG500u投 与群

犬
番
号

1

2

3

対
照
値

1.502

1,207

O.957

5

日

1,624

1.503

1.691

10

日

2,153

1,638

1.708

15

日

2.441

1.715

2.766

20

日

2.330

1.942

3.192

中5
止
後 日

1.382

1.404

1.426

中10
止
後 日

1.025

L280

1.480

中15
止
後 日

犬
番
号

0.957

IO

11

12

対
照
値

O.943

LOl5

1.173

3 7

日 日

1.365

1.726

1.497

1.817

2.465

2.115

11

日

1.720

1.591

1.630

16

日

1.397

1.565

1。482

中5
止
後 日

1.530

1.410

1.473
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ぺ低値を示 した.

7.Gonasteron投 与群

第6表,第2図 に示す如 く,投 与 日数が増すにつれ

て増加を示 し,特 に11日 目に最 高を認め,中 止後 も対

照値に比 し高値を持続 した.
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8.Prolactim投 与群

第7表,第3図 に示す如 く,10日 目に最高値 を示 し

以後下降を認 め,中 止後対照値 よ り低値を示 す犬 も認

め られ た.

g,ACTH-Z投 与群

第8表,第3図 の如 く,5日 目よ り漸次増 加を示 し

20日 目には平均2,200mg/1前 後を示 した.中 止後10

日目に正常値内に復 した.

10.Hydrocortisoneacetate投 与群

第3図 に示す如 く,10日 目稻 高値 をとるが 一般に増

減の著 明な差は認め られなかつた.

11,蛋 白同化 ホ投与群

第10表,第4図 に示す如 く,10日 目に軽度増加を示
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第2図
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第7表Prolactin投 与 群
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5

目
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日
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日
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L685.
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第8表ACTH-Z投 与 群

犬
番
号

贔 ∫/o/520塵10/5
値 邑

第3図

22

23

24

対
照
値

1.272

1.180

0.956

5

日

1.820

1.556

1.403

10

日

1.990

1.356

1.601

15

日

2.516

2.053

2.356

20

日

2.356

2.142

中5
止

後 日

1.593

1.539

1.77011.0321

中10
止

後 日

中15
止

後 日

1.1021.282

1.053

第5表PMS500u投 与群 第9表Hydrocortisoneacetate投 与 群

犬
番
号

13

14

15

対
照
値

0.905

L102

O.808

3

日

1.正07

1.356

1.227

7

日

1.563

1.480

1.467

11

日

1.370

1.435

1.095

16

日

1.026

1.335

1.260

中5
止
後 日

犬
番
号

1。216

0.963

正.121

25

26

27

対
照
値

1.356

1.453

0.875

5

日

1.382

1.231

1.105

10

日

1.672

1,785

1.821

15

日

1.557

1.421

1.350

20

日

1.462

1.329

1.210

中5
止
後 日

1.259

1.072

中10
止
後 日

O,905

正.118

第6表Gonasteron投 与 群 第10表4-chlortestosteroneacetate10mg投 与 群

犬
番
号

16

i7

18

対
照
値

1.213

1.005

1.2且8

3

目

1,920

1.317

1,340

7

日

2.134

2.489

2.097

ll

日

2.891

2.610

2.421

16

日

1.810

1.569

1.875

中5
止
後 日

犬
番
号

1.760

1.723

1.320

28

29

30

対
照
値

1.283

1,125

1.082

5

日

1.532

0.956

1,123

10

日

1.375

1.501

1.842

15

日

1.331

1.883

1.762

20

日

1,423

1.563

1.326

羅 胃
L190

1.Ol2

0.895

1.216

1.136
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し,以 後は下降を認め,中 止後は正常値 内を示 した.

12.甲 状腺 ホ投与群

第11表,第4図 に示す如 く,全 般に対照値に比 し著

明な差は認められなかつた.

13.唾 液腺 ホ投与群

第4図 に示す如 く,投 与 中,投 与中止後を通 じて変

動を示 さなかつた.
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第11表 甲状腺末0.2gm投 与群
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犬
番
号

31

32

33

対
照
値

1.362

O.962

1.129

5

日

1,213

1.563

1,792

10

日

1.521

1.436

1.321

15

日

1,019

1.510

1.826

20

目

1.473

1.381

1.637

中5
止
後 日

1.132

1.200

1.023

中10
止
後 日

1.033

1.092

第12表Parotin投 与 群

犬
番
号

34

35

36

対
照
値

Q.896

1.23フ

1。153

5

日

L170

1.342

1.472

10

日

1.449

L175

1.026

15

日

0,875

1.672

0.915

20

日

1.085

1.210

1.026

中5
止

後 日

1.582

1.276

1.113

中10
止

後L旦

1.480

0.892

1.052

考按及び総括

上述の如 く著者は,各 種ホルモソ剤を投与 し

前立腺分泌液中のクエソ酸量を測定する事によ

り,該 ホルモソのクエン酸代謝に及ぼす影響を

検討した.性 器の機能 と密接な関係にあると云

われるクエソ酸の研究にっいては爾来幾多の研

究者の報告がある.人 に於けるクエン酸濃度に

ついてHuggins&Nealに よれば140～637mg/

d1,Harvey8)は0～2340mg/d1平 均497mg/d1

と…報 告 し,三 矢9,は470mg/d1,加 藤1・,は 平 均

349.2mg/d1,赤 堀11,は289～815mg/d1,平 均

450mg/d1,蒲 生12)は216～1000mg/dl平 均

581.1mg/d1を 含 有 す る と報 告 して い る.又 三

矢 は無 精 子 症,減 精 子 症 精 液 中 クエ ン酸 は 正常

値4.7mg/d1に 対 し滅 精 子 症3.2mg/d1無 精 子

症2.7mg/d1で あ つ た と報 告 し,減 精 子 症,無

精 子 症 に於 て クエ ン酸 が健 康 人 に比 し勘 な か つ

た事 は精 液 中 クエ ン酸 が精 子 機 能 に何 等 か の 関

係 を有 す る事 が想 像 で き る と述 ぺ,赤 堀 は精 管

結 紮 後 の クエ ン酸 量 に つ い て術 後一 時 的 増 加 は

認 め る が時 間 の経 過 と共 に前 の正 常 値 に 戻 る と

報 告 して い る.又Humphrey&Mann,Mann

&Parsons13)に よれ ば,去 勢 後 クエ ソ酸 は量 的

に著 し く減 少 し,テ ス トス テ ロソ投 与 に よつ て

増 量 す る と云 わ れ てい るが この 事 か ら推 測 し て

も クエ ン酸 は ホル モ ソ の調 節 作 用 を受 け て い る

様 に 考 え られ る.一 方 哺 乳 動 物 に於 け る クエ ソ

酸 濃 度 に つ い ては 豚 ユ30mg/d1,羊137mg/d1,

兎115～550mg/d1,馬50mg/d1と なつ て居 り

人 精 液 中 の クエ ン 酸 濃 度 と 比 較 して 著 し く 低

い.牛 は(510～1100mg/d1)と 略 同 程 度 の ク

エ ン酸 を含 む こ とがわ かつ た.た だ し牛,羊,

豚,馬,モ ル モ ッ トで は人 と異 な り クエ ン酸 及

び果 糖 が 夫 々分 泌 す る細 胞 は異 な る にせ よ精 嚢

腺 分 泌 物 に混 在 す る と云 わ れ て い る の で そ の代

謝 上,人 と 必 ず 同一 とは 限 ら な い の で 比 較 に

際 し てか か る事 を 考 慮 に 入 れ る 必 要 が あ る.

Huggins(1945)は 前 立 腺 分 泌 液 を詳 細 に分 析

して い るが,前 立 腺 及 び 前 立腺 分 泌 液 に 於 て

は,既 に 詳 細 に 追 及 され て い る酸 性,ア ル カ リ

性 フォ ス ファ タ ー ゼ,ブ イ ブ ロ リジ ンや 脂 質 の

他 に,TCAサ イ クル 中 間代 謝 産 物 中 の ク=ン

酸 の 意 義 が か な り重 要 視 され る に至 つ て い る.

犬 の 前 立 腺 で は ク エ ン酸 は 極 め て勘 く,8mg/

100grで 又前 立 腺 分 泌 液 中 の ク エ ソ酸 含有 量 は

Hugginsに よ る と2.68mg/dlと 報 告 し てい る.

従 つ て犬 の前 立 腺 の クエ ン酸 は他 の動 物 に比 較

し て非 常 に勘 い と云 え る.し か し犬 は 実 験過 程

に よ く耐 え,精 嚢 を有 せ ず射 精 液 の97%以 上 は

前 立 腺 分 泌 液 で あ る6'犬 の前 立 腺 痩 はEcka-

rd14),Farre115⊃ に よつ て記 載 され た が,Huggins
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は1939年 このFarre1の 方 法 の 技 術 的 欠 陥 を 改

良 し,尿 路 の変 更 を行 い,前 立 腺 を分 離 し,経

尿 道 的 に 分泌 液 を 採 取 す る様 に 工 夫 して い る.

著 者 はHugginsFistulaに 従 つ て 実 験 を 行 つ

た.

1)前 立 腺 の 男性 ホ 依存 性 に つ い て はPrice,

Mann&Lutwak-Manni6)は ラヅ トを用 い て

毎 日200μ9の テ ス トス テ ロソ プ ロ ピオ ネ ー ト

を3週 間 与 え つ づ け る と 前 立腺 が 急 速 に 成 長

し,そ の 際 クエ ソ酸 の生 成 は急 激 に増 大 す る と

報 告 し,Moore17,etal,Scott18》 も ラヅ トを 用

い て実 験 し前 立 腺 上 皮 は高 円柱 状 に肥 大 し,分

泌 機 能 充 進 し重量 も増 加 す る と述 べ て い る.又

Huggins5,,大 野19,は 前 立腺 痩 に よる 実 験 方 法

で テ ス トス テ ロ ソ投 与 は分 泌 液 増量 を 認 め た述

べ,Birke20)等 は 去 勢 犬 にAndrogenを 投 与

す る と静 止 して い た前 立 腺 分 泌 を誘 発 した と迷

べ て い る.著 者 の 実験 で はTestosteronepro-

pionate5mg,ユOmgの 投 与 に よ る影 響 を 観 察

した 結 果10日 目か ら15日 目迄 上 昇 を 示 し,15日

以 降 は持 続投 与 に よ る比 例 的 増 加 は な く.漸 次

下 降 を た ど り投 与 中 止 後5日 に は 正 常 に 復 す 傾

向 を 認 め た.男 性 ホ投 与 に よ り前 立 腺 分 泌 を 増

す と共 に クエ ソ酸 生 成 に何 らか の 影 響 を 与 え ク

エ ン酸 代 謝 を 充 進 させ る もの と想 像 され る.

2)女 性 ホ投 与 に よ る影 響 は 前 立 腺 発 育 及 び

機 能 に も障 害 を 来 た す 事 が 知 られ 多 数 の報 告 が

あ る21)22》23)24)25).HugginsはStilbestero10.5mg

を 毎 日投 与 で正 常 犬 の前 立 腺 分 泌 を 完 全 に 抑 制

し た と述 べ てい る.i著 老 の 実 験 で は 女 性 ホ 投 与

に よ り5日 目に は急 激 に 下 降 し,10日 目に は ク

エ ン酸 値0と な る犬 も認 め られ,全 般 に 投 与 日

数 が 増 す につ れ 分 泌 液 量 が 極 度 に 減 少 し,ク エ

ン酸 も減 少 した.15日 目よ り正 常 に復 す 傾 向を

認 め るが 対 照 値 には な らなか つ た.女 性 ホ投 与

に よ り,前 立 腺 発育 及 び 前 立 分 泌 液 を 抑 制 し,ク

エ ン酸 生 成 に も抑 制 的 に働 く もの と考 え られ る

3)cushing(1915)は 下 垂 体 摘 除 術 後 に前 立

腺 及 び睾 丸 の萎 縮 が 起 る事 を観 察 し,Scott26)

も下 垂 体除 去術 後 の ラッ トの前 立 腺 重 量 の 減 少

は 絨 毛 性Gonadotropinの 投 与 で 回復 す る と述

べ て い るが,下 垂 体 と前 立 腺 クエ ソ酸 に 関 す る

研 究 は少 い.

著 者 の 実 験 に よ る と性 腺 刺 激 ホ 投 与 に よ る影

響 はHCGで は 投 与 後3日 目 よ り増 加 を 示 し,

7日 目に 最 高値 を 示 し漸 次低 下 し投 与 中 止 後 も

や や 高値 を持 続 した.PMS投 与 で は3日 目よ

り増 加 の傾 向 を 示 し,7日 目に高 値 を 示 す も

HCGに 較 べ低 値 と な り漸 次 減 少 を 認 め て い る.

Gonasteron投 与 で は 投 与 日数 が 増 す に つ れ増

加 を 示 し,11日 目に は 最 高 値 を 占 め,HCG,

PMSよ り高 値 を 示 し てい る.Gonasteronは 血

清 性 性 腺 刺 激 ホ,胎 盤 性 性 腺 刺 激 ホ,Testost-

erone,Dehydroepiandrosteroneの 四 者 の混 合

で あ る が,こ れ らホ ル モ ソ の 混合 比,又 は 投 与

量,臓 器 の 感 受 性 も問 題 とな るが 同 ホ ル モ ソに

よ り前立 腺機 能 の 充 進 と クエ ソ酸 代 謝 の活 溌化

が 推 測 され る.

4)Prolactin(PLと 略 す)は 雄 及 び 雌 の動

物 を 問 わ ず 下 垂 体 前 葉 内 に含 まれ てい るが 人 に

於 て も同 様 で あ る.男 性 に 於 け るProlactinの

意 義 に つ い ては 報 告 は まち まち で あ るが 不 明な

事 が 多 い.し か し病 的 な場 合 と し て前 立 腺 癌 と

何 等 か の関 係 が あ る か も知 れ な い と考 え られ て

い る.下 垂 体 摘 除 ラッ トで は 前 立 腺 のTesto-

steroneに 対 す る感 受 性 が 低 下 して い る がPro-

1actinが それ を 高 め る と云 う27).PL13ilを ラ

ッ トに 注 射 して そ の 分 布 を 研 究 したSonnen-

berg2s)の 結 果 で は意 外 に 睾 丸 よ りも 前 立 腺 に

濃 度 の 高 ま る事 を認 め た.Scott26)は 去勢 ラッ

トが 下 垂 体 摘 除,去 勢 ラ ッ トよ りTestosterone

の 感 受 性 が 高 く,PLが 関 与 し て い る事 を推 定

し,又 は これ を 確 認 して い るo・9}.著者 のPL投

与 に よ る実 験 成 積 で は,10日 目,15日 目に於 て

増 加 を 示 し たが 漸 次 減少 を認 めた.男 性 ホ,性

腺 刺 激 ホに 較 べ る と低 値 を 示 して い る が前 立 腺

の機 能 充 進,ク エ ン 酸 生 成 に幾 らか は 関連 して

い る の で は な い か と予 測 され る.

5)下 垂 体 一 副腎 一 性 腺 に 関 す る 内 分 泌学 的

関 係 は 色 々 と報 告 され て い る が前 立 腺 に 関 して

は,Huggins&Scott30}が 前 立 腺 癌 の 治 療 と し

て 外科 的 に 両 側 副 腎 摘 除 術 が 良 い と報 告 して い

る.即 ち 前 立 腺 癌 は 副 腎 皮 質 性 男 性 ホ の増 加 に

よ る も の と の考 えか らで あ る.又 副 腎 皮 質 ホ投
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与 に よ り下 垂体 のACTH分 泌 を 押 え副 腎 よ り

男性 ホ の分 泌 を 抑制 せ ん と して 前 立 腺 癌 の療 法

と して用 い られ て い る.Hugginsは 犬 に 大 量 の

DOCA投 与 で前 立 腺 分 泌 液,前 立 腺 上 皮 に影

響 な い と報 告 し31)32),Sayer33)も 肥 大 した副 腎

で も前 立 腺 に対 す る変 化 は認 め な い と述 べ て い

る.著 者 の 実 験 成 績 に よ る とHydrocortisone

acetate投 与 で第3図 に示 す如 く,10日 目に 軽

度増 加 を 示 し,15日 目 以降 は 正常 に復 し てい

る.ACTH投 与 で は5日 目 よ り上昇 を 示 し20

日 目に最 高 を と り中止 後10目 で対 照 値 内 に復 し

てい た.ACTH投 与 は大 野 に よる と分 泌 液 の

増 量 が認 め られ た と 報 告 して い る.ACTH投

与 に よる分 泌 液 増 加 と共 に クエ ン酸 も増 加 し て

居 り,中 止 後 は 急 速 に 下 降 を 認 め,ACTHは

投 与 中 は クエ ソ酸 生 成 を 促 進 す る も中 止 後 持 続

的効 果 が な い もの と考 え られ る.諸 家 の報 告 に

ょる とHydrocortisoneacetate投 与 は前 立 腺

に対 す る変 化 が 認 め られ ぬ と云 われ るが,著 者

の実 験 成 績 で は10日 目にや や高 値 とな つ て お る

が前 立 腺 分 泌 液 中 ク エ ン酸 へ の効 果 に つ い て は

更 に検 討 を加 えね ば な らぬ と考 え る.

6)蛋 白 同化 ホ 投 与 に 対 す る前 立 腺 の 態 度 は

道 中34},大 野19)の 犬 の実 験 で 前 立 分 泌 液 の 増

加 を 観察 し,ポ ー ラ ロ グ ラ フで 蛋 白 波,燐 代 謝

で前 立腺 に対 し相 当 の 効 果 を認 め た と報 告 して

い る.著 者 の 実験 成 績 で は10日 目 よ り増 加 を 示

し,15日 目で最 高 を 示 して い るが対 照値 よ り稻

上 まわ る程 度 で,男 性 ホ,性 腺 刺 激 ホ の如 く著

明 な増 加 は認 め られ な か つ た.

7)甲 状 腺 ホ と 前 立 腺 との 関 係 に つ い て は

Cohn3s)-Maqsood36).Hammett37).石 部38),等

の報 告 が あ り,甲 状 腺 機 能 と前 立 腺 重 量 に及 ぼ

す 影響 につ い て記 述 が 見 られ るが 一 定 の 見 解 が

得 られ てい ない.前 立 腺 分 泌 液 中 の クエ ン酸 に

対 す る影 響 は,第4図 に示 す如 く,変 動 が 認 め

られ な かつ た.

8)唾 液 腺 ホ ル モ ソで あ るParotinにTCA

サ イ クル促 進 作 用 の あ る事 は,高 岡39),今 川40)

等 に よ り報 告 され て い る.富 吉41)の 報 告 に よる

とParotinとATPを 併 用 投 与 した 犬 前 立 腺

組 織 に於 てAconitase活 性 のL昇 に併 い クエ
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ン酸の減少を認めた と述べ,又Parotin単 独

投与では変化は認められなかつたと報告 してい

る.著 者の実験成績では,全 般的に平担 となつ

て対照値 と余 り差が認められなかつた.

結 語

著 者 は 各 種 ホル モ ン影 響 下 に お け る犬 前立 腺

分 泌 液 中 クエ ン酸 を測 定 して 次 の 結 果 を え た.

1)ク エ ソ酸 測 定 は蒲 生 の 変 法 で 測 定 した.

正 常 分 泌 液 は最 高1.569mg/d1,最 低0.875mg/d1

平 均1.143mg/d1で あ つ た.

2)男 性 ホ5mg,10mg投 与 群 で5日 目よ り

増 加 を 示 し15日 目,20日 目では 対 照 の2倍 前 後

の 高 値 を 示 し た.投 与 量 に よ る差 は軽 度 に見 ら

れ るが 比 例 的 増 加 は認 め られ な かつ た.

3)女 性 ホ 投 与 で は5日 目に 急 激 に 下 降 し,

10日 目ク エ ン酸 値0と な る犬 も見 られ,投 与 中

止 後15日 目で も対 照値 に復 さな か つ た.

4)性 腺 刺 激 ホ投 与 群 ではHCGが7日 目 に

最 高 を 示 し影 響 が 大 で あつ た.PMSはHCG

に較 べ低 値 で あ つ た.Gonasteronは 両 者 に 比

1高 値 を と り,中 止 後 も高 値 を持 続 し てい た.

5)Prolactin投 与 群 では10日 目に最 高 を 示 し

た.対 照 値 に較 べ て上 昇 度 は余 り高 くな い が前

立 腺 へ の効 果 が 推 測 され た.

6)ACTH投 与 で は20日 目に高 値 を と り中止

後 は 急 激 に 下 降 を 示 した.Hydrocortisone

acetateで は10日 目軽 度 上 昇 を認 め る も影 響 し

た 値 を示 さな か つ た.

7)蛋 白 同化 ホル モ ン投 与 で は 軽 度 の 上 昇 を

示 した.

8)甲 状 腺 ホ ル モ ソ.唾 液 腺 ホ ル モ ン 投 与 で

は,前 立 腺 分 泌 液 中 クエ ソ 酸 生 成 に 対 して充

進,抑 制 い ず れ も影 響 を 示 さ なか つ た.

稿 を終 るにあたつて恩 師加藤教授の御指導御校閲に

対 し深 く感謝す ると共に御協力いただいた当教室員各

位,並 びに国立松 山病院清水政視 院長,藤 本博士に対

し厚 く感謝 致します.

本稿 要 旨は第52回 日泌総会の宿題報告 の一部に発表

され,又 第15回 西 日本皮膚科泌尿器科連合地方会に於

て も発表 した.
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